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新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン＜改訂版＞ 

 

施設名 万国津梁館 

業 種  会議施設 

 

万国津梁館 新型コロナウイルス感染対策ガイドライン 

万国津梁館では、施設内における感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減する為、

本ガイドラインを以下の通り策定しました。 

 

会議施設における新型コロナウイルス感染症対策の考え方について 

万国津梁館では、今後も新型コロナウイルス感染症に関して、職員全員が高い防疫意

識を持って施設内における感染リスクの高い環境や行動に最大限の注意を払い、国や沖

縄県の政策や方針および最新の知見に基づいた感染症対策に取り組んで参ります。 

 

 

1. 万国津梁館の感染対策 

 

（１） 従業員（職員及び在勤委託スタッフ）の対策について 

ア 日々の検温および体調管理を徹底すること。 

イ こまめな手洗い及び手指消毒を徹底すること。 

ウ マスク着用は基本的に個人の判断となるが、従業員には長時間の接客など、着用が 

効果的な場面ではマスク着用にて業務を行うことを推奨する。 

エ 常に洗濯された清潔な衣類、又はユニフォームを着用し、業務を行うこと。 

オ 重症化予防効果の為、従業員にはワクチン接種を最新の状態にすることを推奨する。 

カ 感染拡大防止に関する沖縄県の対処方針及び社内規定を遵守すること。 

 

（２） 施設内の換気対策について 

万国津梁館では全会場が通気性の良い“オーシャンビュー”及び“オープンエアー”

の建築構造を上手く生かしながら、常時外気を取り入れ、“施設内の換気”に十分配

慮した運営を心掛けております。又、空気中のウイルス対策については、施設利用中

及び利用前後の換気を十分に行う事で対応しております。 

 

（３） 施設内の清掃・消毒作業について 

 万国津梁館では通常の清掃活動の中で、日々の施設利用状況に合わせながら、利用頻

度や接触頻度の高い場所や設備等にポイントを絞って消毒作業を実施しております。 
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ア 使用する会場は、清掃スタッフが使用毎に清掃作業を行うこと。 

イ 不特定多数の者の接触頻度の高い箇所（ドアノブ、手すり、スイッチ類）は、清掃

スタッフが適宜、消毒用エタノールを用いて消毒を行うこと。 

ウ マイクやマイクスタンド、各リモコン類など、共用する備品や設備等については、

使用の都度、ホール管理スタッフが消毒用エタノールを用いて、消毒を行うこと。 

エ 机、イスについては、利用前後にホール管理スタッフが家庭用洗剤や消毒用エタノ

ールを併用し、消毒を行うこと。 

オ トイレや洗面所は、清掃スタッフが家庭用洗剤を用いて通常の清掃活動の範囲で清

掃を行うが、便座やレバー等の接触頻度の高い箇所は適宜消毒用エタノールを用い

て消毒作業を行うこと。 

カ 床、壁、窓、照明器具、その他の物品等は特別な消毒作業の必要が無い為、通常の

清掃活動の中で適宜、清掃スタッフが家庭用洗剤を用いて拭き取り作業を行うこと。 

キ 清掃及び消毒作業に従事する全スタッフは、常に清掃用具の劣化や衛生状態の確認

を行うと共に、使用する家庭用洗剤や消毒液についても、各関係省庁が公表してい

る新型コロナウイルスに対する成分の有効性と使用方法を確認のうえ、使用するこ

と。（※別表Ⅰ御参照） 

 

（４） 消毒の方法について 

万国津梁館では、施設や備品等の消毒には、消毒用エタノール、家庭用洗剤（新型コ

ロナウイルスに対する有効性が認められた界面活性剤を含むもの）、0.05％の次亜塩

素酸ナトリウム消毒液など、一定の条件を満たした製品を使用しております。（※別

表Ⅰ御参照） 

 

（５） 感染対策の為の施設サービスについて 

 万国津梁館では、館内における感染拡大リスク低減の為、施設内の通常サービスとし

て、下記の感染対策を実施しております。 

ア 施設入口及び各会場入口には検温機能付きの手指消毒剤（アルコール消毒液）を設 

置すること。 

イ トイレ内にはポンプ式の消毒用石鹸及び手指消毒剤（アルコール消毒液）を設置す

ること。 

ウ 催事中のゴミ処理について、鼻水、唾液等が付着したゴミやマスクはビニール袋に

入れて密閉し、処分すること、処理後は石鹸と流水による手洗いと手指消毒を行う。 

 

（６）本ガイドラインの明示について 

万国津梁館では施設の利用前に催事主催者に対し、本ガイドラインを明示すること。 
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２. 催事主催者および利用者の感染対策 

 

（１）催事主催者および参加者への周知事項 

 万国津梁館では、感染防止策として、催事主催者および参加者への周知事項を下記の

通り定めるものとする。 

ア 万国津梁館では当施設の利用に際し、予め催事主催者及び参加者に対し、本ガイド

ラインの周知と協力を要請する。 

イ 催事主催者は、参加者全員の健康状態を把握し、発熱、のどの痛み、咳、鼻水など、

少しでも症状がある者には、本施設への来館をお控えいただけるよう、体調不良者

に対する入場制限・来場防止策に対し、あらかじめ協力を要請する。 

ウ 催事主催者および参加者には施設利用時における室内の換気、三密（密接・密集・

密閉）の回避および手指消毒を推奨する。 

エ マスク着用については基本的に個人の判断となるが、催事主催者および参加者には

過密な状況や飲食時など着用が効果的な場面ではマスク着用を推奨する。 

 

（２）施設利用条件について 

 現在、万国津梁館では新型コロナウイルス感染対策の為の収容制限はありません。 

万国津梁館の各会場の収容規模に応じて利用が可能です。 

 

（３）施設内で感染が発生した場合について 

ア 万国津梁館職員および催事主催者は、施設内で発熱や体調不良の兆候等、感染が疑

われる者が発生した場合、速やかに当該当者を別室等へ隔離すること。その場合、

対応に当たるスタッフには、マスクや手袋等の着用を徹底させること。 

イ 万国津梁館職員は、感染者が従業員の場合、当職員を就業禁止とし、医療機関等の

指示に基づき、入院、外来通院、自宅静養を指示すること。療養期間については、

発症後７日以上かつ症状軽快後２４時間が経過後、２回ＰＣＲ等の検査を行い、陰

性が確認できた場合、療養解除となります。 ※但し、入院等の重症化の場合は、

発症後１０日以上かつ症状軽快後７２時間経過後の療養期間が必要となります。 

ウ 感染者が催事の参加者の場合、催事主催者は速やかに、その情報を万国津梁館職員

へ知らせるとともに、当感染者が県外からの来沖の場合は、下記専門機関へ連絡し、

対応に当たることを推奨する。 

・ 旅行者専用相談センター（TACO）：098-840-1677（08：00～21：00） 

エ 万国津梁館職員は、施設内で感染が発生した場合、当該状況について、沖縄県及び

関連機関・部署へ速やかに連絡をとること。 

 

 



 4 / 5 
 

（４）その他の対策について 

ア 万国津梁館では、催事主催者との打ち合わせ方法について、お客様からの要望に応

じて、オンラインなど、非接触型の打ち合わせ環境を整えること。 

イ 万国津梁館では、催事主催者との打ち合わせ方法について、面談による打ち合わせ

では、お客様からの要望に応じて、打ち合わせ室をアクリル板や透明ビニールで遮

蔽するなど、感染対策を講じること。 

ウ 同ガイドラインは、会議施設運営に係る全ての関係機関及びパートナー企業、納入

業者にも情報開示を行い、予め、準拠を求めること。 

 

 

３. 万国津梁館の感染対策に関わる各認証制度取得について 

 

           

 

                                 
 

 

 

以上 

2020 年 5 月 1 日策定 

2022 年 5 月 1 日改訂 

2022 年 6 月 24 日改訂 

2023 年 3 月 25 日改訂 

 

 

2022 年 2 月取得 

＜沖縄県ワクチン・検査パッケージ制度＞ 

2022 年 2 月取得 

＜沖縄県感染防止対策認証制度＞ 

2020 年 10 月取得 

＜RICCA 沖縄県新型コロナ対策パーソナルサポート＞ 
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※別表Ⅰ：万国津梁館で使用している主な清掃及び消毒用製品 

 用途 製品名 成分 使用場所 

清
掃
用
薬
剤 

手洗い用 
花王 

薬用ハンドソープ 

・イソプロピルメチルフェノール 

・カリウム石けん用素地 

・イソプロパノール・エデト酸塩 

・ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド 

各手洗い場 

トイレ清掃Ⅰ 
花王 

トイレマジックリン 

・研磨剤 

・界面活性剤・安定化剤 

トイレ用洗剤 

（便器・小便器） 

トイレ清掃Ⅱ 
サラヤ 

ヤシノミ洗剤 

・界面活性剤 

 

トイレ用洗剤 

（ベーシン・他） 

ガラス清掃Ⅰ 

（外側） 

Ｐ＆Ｇ ジョイ 

BOTANICAL 

・界面活性剤 

・安定化剤・粘度調整剤 

ガラス清掃 

（外側） 

ガラス清掃Ⅱ 

（内側） 
ガラスクリア 

・界面活性剤・溶剤 

 

ガラス清掃 

（内側） 

清掃用具 

殺菌・漂白 

ライオンキッチン 

パワーブリーチ 

・次亜塩素酸ナトリウム 

・界面活性剤・水酸化ナトリウム 
雑巾・モップ等 

 用途 製品名 成分 使用場所 

消
毒
用
製
品 

各拭き上げ消毒 
サラヤ 

アルペット 

・消毒用エタノール等 接触高頻度 

箇所の消毒 

器材・備品の消毒 ファミリーガード 

・消毒用エタノール 

・トリエチレングリコール等 

マイク・机・イ

ス・シールド等、

器材全般 

汚染箇所の消毒 
アルタン 

ノロエース 

・消毒用エタノール 

・柿抽出物 

・グリセリン脂肪酸等 

トイレ 

ベーシン 

床等の消毒 

手指消毒 
花王 ビオレ U 

手指消毒液 

・消毒用エタノール 

・グリセリン 

・中鎖脂肪酸トリグリセリド等 

会場入り口 

ベーシン 

 ※状況により、上記の製品や用途は変更となる場合があります。 

 

 

 

以上 

 


